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華やかに新年をお祝いします

20歳の思い出づくりをしましょう

昨年の様子（みやま運動広場）

平成30年　元旦

協力：寺子屋まつだ

　年に１度、町内の消防団が一堂に
会し、ポンプ車などによる消防操法や、色とりどりの水による酒匂
川への一斉放水を披露します。
� 【問い合わせ】安全防災担当室　防災防犯係　☎（84）５５４０

酒匂川町民親水広場

午前10時から

消防出初式

午前10時から
町民文化センター　大ホール
　成人式は大人になったことを自覚する機会として、新成人による
二十歳の抱負の発表、思い出を回想するムービーの上映などを行い
ます。町外在住の方も、申し込みいただければ参加できます（観覧自由）。
対象　平成９年４月２日生まれ～平成10年４月１日生まれ
� 【問い合わせ】教育課　生涯学習係　☎（83）７０２１

成人式

明けましておめでとうございます

町
長
　
本 

山
　
博 

幸

　

年
頭
に
あ
た
り
、輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
長
と
し
て
２
期
目
と
な
る

本
年
は
、１
期
目
で
培
っ
た
知

識
や
人
脈
、ま
た
、育
て
て
い
た

だ
い
た
皆
様
に
対
す
る
御
恩
を

胸
に「
安
心
・
安
全
・
福
祉
の
充

実
」「
雇
用
と
賑
わ
い
の
創
出
」

「
人
を
育
て
る
」の
３
つ
の
柱
を

軸
に
積
極
的
な
行
政
経
営
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、就
任
以
来
、毎
年
行
っ

て
い
ま
す
地
域
座
談
会
を
昨
年

も
町
内
15
会
場
で
開
催
し
た
と

こ
ろ
、多
く
の
参
加
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。そ
の
際
、「
本
町
は
消
滅

可
能
性
都
市
に
指
名
さ
れ
ま

し
た
が
、人
口
が
減
る
事
で
松

田
町
が
消
滅
す
る
の
で
は
な
く
、

歴
史
や
文
化
の
継
承
者
が
居
な

く
な
っ
た
時
に
消
滅
す
る
」と

い
う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

町
の
人
口
は
減
少
傾
向
が
緩

や
か
に
な
っ
て
き
て
お
り
、昨

年
の
状
況
を
分
析
し
ま
す
と
自

然
減（
出
生
よ
り
死
亡
が
多
い
）

が
93
人
、一
方
で
社
会
減（
転
入

よ
り
転
出
が
多
い
）は
２
人
と

拮
抗
し
、松
田
町
に
魅
力
を
感

じ
た
転
入
者（
こ
こ
で
は
あ
え

て
よ
そ
者
と
表
現
し
ま
す
）が

増
え
て
い
ま
す
。私
は
地
域
が

よ
そ
者
を
受
け
入
れ
な
い
事
で
、

町
の
歴
史
や
文
化
の
継
承
者
が

減
り
続
け
て
し
ま
う
悪
循
環
こ

そ
が
ふ
る
さ
と
松
田
町
を
消
滅

さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら

こ
そ
、地
元
や
よ
そ
者
と
い
っ

た
区
別
の
な
い
未
来
に
向
け
た

「
新
た
な
風
土
＝
松
田
ス
タ
イ

ル
」を「
デ
ザ
イ
ン
」す
る
事
が

私
の
使
命
で
あ
り
、地
域
や
年

齢
を
問
わ
ず
一
丸
と
な
っ
て「
町

民
主
権
の
協
働
の
町
づ
く
り
」

を
実
行
す
る
事
が
不
可
欠
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
町
民
文
化
セ
ン

タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１
期
工

事
が
完
了
し
、従
来
の
機
能
に

加
え
て
運
動
・
健
康
・
国
際
交
流

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
も

利
用
出
来
る
複
合
施
設「
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」と
し

て
再
出
発
し
ま
す
！
さ
ら
に
、

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る「
女

性
が
輝
き
活
躍
す
る
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
創
生
事
業
」で
は
、拠

点
整
備
工
事
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

多
く
の
課
題
が
山
積
す
る

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、未
来
を

見
据
え
た
人
口
・
財
政
推
計
を

念
頭
に
、Ａ
Ｉ（
人
口
知
能
）や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
融
合
さ
せ
た
新

た
な「
松
田
ス
タ
イ
ル
＆
デ
ザ

イ
ン
」の
確
立
・
推
進
を
図
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、よ
り
一
層
の

ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す

事
を
切
に
お
願
い
す
る
と
共
に
、

町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新年の年頭行事は、どなたでも参加できます。
ぜひ、皆さんで一緒に新年をお祝いしませんか。

入場
自由

【問い合わせ】総務課　庶務係　☎（83）１２２１
　すてきな歌と楽しいトークをお楽しみに！

　賀詞交換会とあわせ、
町の発展のために寄与された
方々の功績をたたえ、表彰式を執り行います。

� 午前９時30分から
町民文化センター　大ホール

第２部

賀詞交換会・表彰式

町ふるさと大使 北
きた

川
がわ

大
だい

介
すけ

さん
「おもてなしコンサート」

１月５日㈮

１月７日㈰

１月６日㈯

松
田
ス
タ
イ
ル
を「
デ
ザ
イ
ン
」

●新
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〇
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
に
添

付
さ
れ
て
い
る
申
請
書
に
よ
り

申
請
で
き
ま
す
が
、
申
請
書
を

紛
失
さ
れ
た
方
、
住
所
・
氏
名

等
に
変
更
の
あ
っ
た
方
は
町
で

再
発
行
し
ま
す
。

　す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
申
請
済
で
、「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発

行
通
知
書
兼
照
会
書
」
を
受
け

取
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
領
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
の

期
限
が
過
ぎ
て
い
て
も
交
付
い

た
し
ま
す
。

　役
場
開
庁
時
間（
平
日 

午
前

8
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

に
必
要
書
類
を
持
っ
て
ご
来
庁

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

�

☎（
83
）１
２
２
５

〇
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
希
望

さ
れ
る
方
に
交
付
さ
れ
る
顔
写

真
付
き
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

〇
初
回
は
無
料
で
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
紛
失
、
そ
の
他

に
伴
う
再
交
付
手
数
料
は
有
料

で
す
）。

〇
本
人
確
認
の
際
の
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
１
月
５
日
（
金
）
に
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

賀
詞
交
換
会
・
表
彰
式
に
お
い
て
、

長
年
に
わ
た
り
、
町
の
行
政
、
文

化
、
社
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
地
域
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
の
功
績
を
た
た
え
、

表
彰
を
行
い
ま
す
。

　
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
昨
年
11
月

24
日
に
開
催
し
た
表
彰
審
査
会
に

お
い
て
地
域
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ

た
方
々
で
す
。
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
17
人
１
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
は
ど
な
た
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

第
２
部
と
し
て
町
ふ
る
さ
と
大
使

の
北き

た
が
わ
だ
い
す
け

川
大
介
さ
ん
に
よ
る
「
お
も

て
な
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
庶
務
係

�

☎（
83
）１
２
２
１

内
ない

藤
とう

　武
たけ

一
かず

農業委員　６年
（会長　９か月）

田
た

代
しろ

　清
きよし

農業委員　４年
（会長　１年３か月）

鍵
かぎ

和
わ

田
だ

　輝
てる

夫
お

農業委員　３年
（会長　１年）

山
やま

岸
ぎし

　勇
いさむ

農業委員　３年
（職務代理者　３年）

大
おお

館
だて

　一
いち

郎
ろう

農業委員　３年

柏
かしわぎ

木　長
ちょういち

一 農業委員　３年

小
こ

宮
みや

　照
てる

男
お

農業委員　３年

原
はら

野
の

　葊
ひろ

太
た

行政協力委員　８年

熊
くま

澤
ざわ

　哲
てつ

行政協力委員　６年

遠
えん

藤
どう

　■
やす

夫
お

行政協力委員　５年

内
ない

藤
とう

　慶
けい

司
じ

行政協力委員　４年

亀
かめ

井
い

　久
ひさ

男
お

行政協力委員　3年

飯
いい

山
やま

　晴
はる

比
ひ

古
こ

行政協力委員　2年

小
こ

宮
みや

　茂
しげる

行政協力委員　2年

渋
しぶ

谷
や

　清
きよ

司
し

行政協力委員　2年

内
ない

藤
とう

　有
ゆう

二
じ

行政協力委員　2年

遠
えん

藤
どう

　清
きよ

歌
か

明るい選挙推進協議会
会員　12年

㈱アイエンス 子育て・教育支援寄附金

一 般 表 彰

感 謝 状

賀
詞
交
換
会
・
表
彰
式

平成30年

前回表彰を受けられた皆さん

昨
年
の
表
彰
の
様
子

町・地域の発展に
　寄与された方々を表彰します

個人番号カード
「マイナンバーカード」

１月５日
午前９時30分から
町民文化センター
　　　　　大ホール

消防団表彰
安心・安全なまちづくりに貢献

　１月７日（日）午前10時から酒匂川町民親水広場にて行われ
る消防団出初式において、長年消防団活動に従事され、特に
優秀な成績を収めた消防団員の表彰を行います。

消防庁長官表彰
退職消防団員表彰
　元第１分団　分団長　　小

お

川
がわ

　勇
ゆう

次
じ

　元第３分団　分団長　　柳
やなぎまち

町　昌
まさる

　元第７分団　分団長　　小
こ

宮
みや

山
ま

　光
こう

一
いち

　元第８分団　分団長　　安
あん

藤
どう

　浩
ひろ

明
あき

　元第８分団　班　長　　岸
きし

　隆
たか

夫
お

神奈川県知事表彰
永年勤続30年
　第８分団　　分団長　　府

ふ

川
かわ

　一
かず

通
みち

　第８分団　　副分団長　安
あ

達
だち

　敏
とし

幸
ゆき

　第８分団　　部　長　　安
あん

藤
どう

　裕
ひろ

幸
ゆき

永年勤続20年
　第１分団　　部　長　　桐

きり

山
やま

　直
なお

人
と

　第４分団　　団　員　　渋
しぶ

谷
や

　好
よし

人
ひと

（公財）日本消防協会長表彰
功績章
　本団　　　　団　長　　井

いの

上
うえ

　秀
ひで

人
と

勤続章
　第８分団　　分団長　　府

ふ

川
かわ

　一
かず

通
みち

　第８分団　　副分団長　安
あ

達
だち

　敏
とし

幸
ゆき

　第８分団　　部　長　　安
あん

藤
どう

　裕
ひろ

幸
ゆき

神奈川県消防協会長表彰
功績章
　第６分団　　分団長　　川

かわ

野
の

　哲
てつ

靖
やす

勤続章
　第３分団　　分団長　　島

しま

村
むら

　幸
こう

太
た

郎
ろう

　第６分団　　部　長　　大
おお

舘
だち

　力
ちから

神奈川県消防協会足柄上支部長表彰
　本団　　　　副団長　　大

おお

舘
だち

　道
みち

男
お

松田町長表彰
永年勤続14年
　第３分団　　班　長　　陶

す

山
やま

　秀
ひで

之
ゆき

　第５分団　　部　長　　辻
つじ

　健
けん

一
いち

　第５分団　　班　長　　佐
さ

藤
とう

　寿
とし

也
や

　第８分団　　班　長　　安
あん

藤
どう

　誠
まこと

　第８分団　　班　長　　飯
いい

山
やま

　晴
はる

信
のぶ

松田町消防団長表彰
優良分団　第４分団
優良団員　
　第１分団　　団　員　　鈴

すず

木
き

　龍
りゅうじ

治
　第２分団　　団　員　　山

やま

本
もと

　貴
たか

生
お

　第３分団　　団　員　　矢
や

崎
ざき

　吉
よし

孝
たか

　第４分団　　団　員　　倉
くら

科
しな

　修
おさむ

　第５分団　　団　員　　佐
さ

野
の

　晃
こう

一
いち

　第６分団　　団　員　　高
たか

橋
はし

　遼
りょう

　第７分団　　団　員　　曽
そ

我
が

　俊
とし

徳
のり

　第８分団　　団　員　　石
いし

井
い

　拓
たく

真
ま

〈敬称略〉

華麗なはしご乗り
も行われます

〈敬称略〉

金

み ほ
ん

み ほ
ん

を申請されましたか

マイナちゃん

入場自由
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 Q 町が今、一番力を入れていることは？
 A 少子高齢化による人口減少に歯止めをかけ、

人口 1 万人を維持するために、福祉の充実
や賑わい・雇用の創出、子育てや住宅環境
の整備などに力を入れています。

 Q どんな総合計画にしますか？
 A 第一に町民の皆さんにとって分かりやすい

こと。そして８年かければ
  ここまでできる！と感じ

てもらい、町民が主役
で連携・協力してもら
える計画にします。

 Q 今後のまちづくりで大事にしたいことは？
 A キーワードは「協働」「誇り・継承」「人づくり」

です。やはり町民の皆さんとの協働は欠か
せません。また、町の持つ自然環境や歴史・
文化に誇りを持ち、次世代へ継承していく
ために、教育などを通じて人材を育ててい
くことを大事にして参ります。

総合計画は行政の作る最上位の計画
です。社会情勢や長期的な人口予測
のもと、まちの将来像や方向性を決
め、その実現に向けて、自然・景観、
都市基盤、生活環境、健康・福祉、
教育・文化、産業、行財政、自治な
どの分野ごとに、目標や必要な取組、
達成すべき指標などを掲げ、町全体
で取り組む計画です。

第６次となる松田町総合計画は 2019
年度から2026 年度の８年間を計画期
間とする、基本構想とアクションプロ
グラムの２本立ての計画です。基本構
想は、８年後、さらにその先を見据え
た町の将来像や土地利用の方針を示し
ます。アクションプログラムは、計画
期間を前期・後期に分け、前期４年間
の分野ごとの具体的な目標や取組を定
めます。

町のこれまでの取り組みを町民の
皆さんがどう評価しているか、これ
からの町政に何を望み期待してい
るのかを把握し計画策定に活かす
ため、満 16歳以上の町民 3000
人を対象にアンケート調査を実施
します。ご協力のほどよろしくお願
いします。

「みんなで考える　松田の未来とプロ
ジェクト」というテーマで、老若男女
を問わず、テーブルを囲んで語りあ
い、未来の松田町に対する思いや夢、
みんなで実現したいことなどを具体的
なかたちにするワークショップを開催
します。（内容や募集などの詳細は別
途お知らせします）

厚生労働省に所属する国立の研究機関である、国立社会保障・人口問
題研究所が平成25年３月に推計した「日本の地域別将来推計人口」に
よれば、町の総人口は 2040 年に約７千人となり、現在の約１万１千人
から４千人も減少するとされています。さらに少子・高齢化の進行により、
高齢者１人を現役世代 1.1 人で支える時代がやってきます。

子育て世代の定住化対策として、住宅の整備や保育・教育環境の整備
に取り組むとともに、いつまでも健康で安心して暮らせるための福祉の
充実、賑わいや魅力向上に向けたまちづくりなど
に取り組んでいます。

［問い合わせ］
政策推進課　経営戦略係　☎（83）1222

⬇ 今後のおおまかな計画策定の流れは以下の通りです

・各種データの分析
・施策事業の調査

基礎的調査

計画決定
基本構想の策定

アクションプログラムの策定

アンケートの実施 パブリック
コメント
の実施ワークショップの開催

こんな松田町になったらいいな、
こんなことをしてみたいなど、
みんなで語り合いませんか

現在の暮らしのようすや
これからのまちづくりのことなど、
みなさんの思いをお伺いします

XX年後の松田町はどうなる？本山町長インタビュー

す。ご協力のほどよろしくお願
ます。

平
成
28
年
１
月
に
、
松
田
・
寄
合
併
60
周
年
記
念
レ
ー
ス
が
川
崎
競
馬
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
開
催
さ
れ
た
、
桜
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ
し
た
レ
ー
ス
の
名
前
は
何
で
し
ょ
う
か
（
答
え
は
次
号
）。

①
桜
ま
つ
り
で
松
田
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
賞
　
②
桜
ま
つ
り
で
お
も
て
な
し
松
田
町
賞
　
③
ま
つ
だ
桜
ま
つ
り
で
盛
り
上
が
り
ま
賞
　
④
ま
つ
だ
桜
ま
つ
り
記
念
杯

《 

挑
戦
！
ま
つ
だ
マ
イ
ス
タ
ー
検
定 

》
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〇
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
に
添

付
さ
れ
て
い
る
申
請
書
に
よ
り

申
請
で
き
ま
す
が
、
申
請
書
を

紛
失
さ
れ
た
方
、
住
所
・
氏
名

等
に
変
更
の
あ
っ
た
方
は
町
で

再
発
行
し
ま
す
。

　す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
申
請
済
で
、「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発

行
通
知
書
兼
照
会
書
」
を
受
け

取
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
領
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
の

期
限
が
過
ぎ
て
い
て
も
交
付
い

た
し
ま
す
。

　役
場
開
庁
時
間（
平
日 

午
前

8
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

に
必
要
書
類
を
持
っ
て
ご
来
庁

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

�

☎（
83
）１
２
２
５

〇
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
希
望

さ
れ
る
方
に
交
付
さ
れ
る
顔
写

真
付
き
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

〇
初
回
は
無
料
で
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
紛
失
、
そ
の
他

に
伴
う
再
交
付
手
数
料
は
有
料

で
す
）。

〇
本
人
確
認
の
際
の
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
１
月
５
日
（
金
）
に
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

賀
詞
交
換
会
・
表
彰
式
に
お
い
て
、

長
年
に
わ
た
り
、
町
の
行
政
、
文

化
、
社
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
地
域
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
の
功
績
を
た
た
え
、

表
彰
を
行
い
ま
す
。

　
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
昨
年
11
月

24
日
に
開
催
し
た
表
彰
審
査
会
に

お
い
て
地
域
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ

た
方
々
で
す
。
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
17
人
１
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
は
ど
な
た
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

第
２
部
と
し
て
町
ふ
る
さ
と
大
使

の
北き

た
が
わ
だ
い
す
け

川
大
介
さ
ん
に
よ
る
「
お
も

て
な
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
庶
務
係

�

☎（
83
）１
２
２
１

内
ない

藤
とう

　武
たけ

一
かず

農業委員　６年
（会長　９か月）

田
た

代
しろ

　清
きよし

農業委員　４年
（会長　１年３か月）

鍵
かぎ

和
わ

田
だ

　輝
てる

夫
お

農業委員　３年
（会長　１年）

山
やま

岸
ぎし

　勇
いさむ

農業委員　３年
（職務代理者　３年）

大
おお

館
だて

　一
いち

郎
ろう

農業委員　３年

柏
かしわぎ

木　長
ちょういち

一 農業委員　３年

小
こ

宮
みや

　照
てる

男
お

農業委員　３年

原
はら

野
の

　葊
ひろ

太
た

行政協力委員　８年

熊
くま

澤
ざわ

　哲
てつ

行政協力委員　６年

遠
えん

藤
どう

　■
やす

夫
お

行政協力委員　５年

内
ない

藤
とう

　慶
けい

司
じ

行政協力委員　４年

亀
かめ

井
い

　久
ひさ

男
お

行政協力委員　3年

飯
いい

山
やま

　晴
はる

比
ひ

古
こ

行政協力委員　2年

小
こ

宮
みや

　茂
しげる

行政協力委員　2年

渋
しぶ

谷
や

　清
きよ

司
し

行政協力委員　2年

内
ない

藤
とう

　有
ゆう

二
じ

行政協力委員　2年

遠
えん

藤
どう

　清
きよ

歌
か

明るい選挙推進協議会
会員　12年

㈱アイエンス 子育て・教育支援寄附金

一 般 表 彰

感 謝 状

賀
詞
交
換
会
・
表
彰
式

平成30年

前回表彰を受けられた皆さん

昨
年
の
表
彰
の
様
子

町・地域の発展に
　寄与された方々を表彰します

個人番号カード
「マイナンバーカード」

１月５日
午前９時30分から
町民文化センター
　　　　　大ホール

消防団表彰
安心・安全なまちづくりに貢献

　１月７日（日）午前10時から酒匂川町民親水広場にて行われ
る消防団出初式において、長年消防団活動に従事され、特に
優秀な成績を収めた消防団員の表彰を行います。

消防庁長官表彰
退職消防団員表彰
　元第１分団　分団長　　小

お

川
がわ

　勇
ゆう

次
じ

　元第３分団　分団長　　柳
やなぎまち

町　昌
まさる

　元第７分団　分団長　　小
こ

宮
みや

山
ま

　光
こう

一
いち

　元第８分団　分団長　　安
あん

藤
どう

　浩
ひろ

明
あき

　元第８分団　班　長　　岸
きし

　隆
たか

夫
お

神奈川県知事表彰
永年勤続30年
　第８分団　　分団長　　府

ふ

川
かわ

　一
かず

通
みち

　第８分団　　副分団長　安
あ

達
だち

　敏
とし

幸
ゆき

　第８分団　　部　長　　安
あん

藤
どう

　裕
ひろ

幸
ゆき

永年勤続20年
　第１分団　　部　長　　桐

きり

山
やま

　直
なお

人
と

　第４分団　　団　員　　渋
しぶ

谷
や

　好
よし

人
ひと

（公財）日本消防協会長表彰
功績章
　本団　　　　団　長　　井

いの

上
うえ

　秀
ひで

人
と

勤続章
　第８分団　　分団長　　府

ふ

川
かわ

　一
かず

通
みち

　第８分団　　副分団長　安
あ

達
だち

　敏
とし

幸
ゆき

　第８分団　　部　長　　安
あん

藤
どう

　裕
ひろ

幸
ゆき

神奈川県消防協会長表彰
功績章
　第６分団　　分団長　　川

かわ

野
の

　哲
てつ

靖
やす

勤続章
　第３分団　　分団長　　島

しま

村
むら

　幸
こう

太
た

郎
ろう

　第６分団　　部　長　　大
おお

舘
だち

　力
ちから

神奈川県消防協会足柄上支部長表彰
　本団　　　　副団長　　大

おお

舘
だち

　道
みち

男
お

松田町長表彰
永年勤続14年
　第３分団　　班　長　　陶

す

山
やま

　秀
ひで

之
ゆき

　第５分団　　部　長　　辻
つじ

　健
けん

一
いち

　第５分団　　班　長　　佐
さ

藤
とう

　寿
とし

也
や

　第８分団　　班　長　　安
あん

藤
どう

　誠
まこと

　第８分団　　班　長　　飯
いい

山
やま

　晴
はる

信
のぶ

松田町消防団長表彰
優良分団　第４分団
優良団員　
　第１分団　　団　員　　鈴

すず

木
き

　龍
りゅうじ

治
　第２分団　　団　員　　山

やま

本
もと

　貴
たか

生
お

　第３分団　　団　員　　矢
や

崎
ざき

　吉
よし

孝
たか

　第４分団　　団　員　　倉
くら

科
しな

　修
おさむ

　第５分団　　団　員　　佐
さ

野
の

　晃
こう

一
いち

　第６分団　　団　員　　高
たか

橋
はし

　遼
りょう

　第７分団　　団　員　　曽
そ

我
が

　俊
とし

徳
のり

　第８分団　　団　員　　石
いし

井
い

　拓
たく

真
ま

〈敬称略〉

華麗なはしご乗り
も行われます

〈敬称略〉

金

み ほ
ん

み ほ
ん

を申請されましたか

マイナちゃん

入場自由
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 Q 町が今、一番力を入れていることは？
 A 少子高齢化による人口減少に歯止めをかけ、

人口 1 万人を維持するために、福祉の充実
や賑わい・雇用の創出、子育てや住宅環境
の整備などに力を入れています。

 Q どんな総合計画にしますか？
 A 第一に町民の皆さんにとって分かりやすい

こと。そして８年かければ
  ここまでできる！と感じ

てもらい、町民が主役
で連携・協力してもら
える計画にします。

 Q 今後のまちづくりで大事にしたいことは？
 A キーワードは「協働」「誇り・継承」「人づくり」

です。やはり町民の皆さんとの協働は欠か
せません。また、町の持つ自然環境や歴史・
文化に誇りを持ち、次世代へ継承していく
ために、教育などを通じて人材を育ててい
くことを大事にして参ります。

総合計画は行政の作る最上位の計画
です。社会情勢や長期的な人口予測
のもと、まちの将来像や方向性を決
め、その実現に向けて、自然・景観、
都市基盤、生活環境、健康・福祉、
教育・文化、産業、行財政、自治な
どの分野ごとに、目標や必要な取組、
達成すべき指標などを掲げ、町全体
で取り組む計画です。

第６次となる松田町総合計画は 2019
年度から2026 年度の８年間を計画期
間とする、基本構想とアクションプロ
グラムの２本立ての計画です。基本構
想は、８年後、さらにその先を見据え
た町の将来像や土地利用の方針を示し
ます。アクションプログラムは、計画
期間を前期・後期に分け、前期４年間
の分野ごとの具体的な目標や取組を定
めます。

町のこれまでの取り組みを町民の
皆さんがどう評価しているか、これ
からの町政に何を望み期待してい
るのかを把握し計画策定に活かす
ため、満 16歳以上の町民 3000
人を対象にアンケート調査を実施
します。ご協力のほどよろしくお願
いします。

「みんなで考える　松田の未来とプロ
ジェクト」というテーマで、老若男女
を問わず、テーブルを囲んで語りあ
い、未来の松田町に対する思いや夢、
みんなで実現したいことなどを具体的
なかたちにするワークショップを開催
します。（内容や募集などの詳細は別
途お知らせします）

厚生労働省に所属する国立の研究機関である、国立社会保障・人口問
題研究所が平成25年３月に推計した「日本の地域別将来推計人口」に
よれば、町の総人口は 2040 年に約７千人となり、現在の約１万１千人
から４千人も減少するとされています。さらに少子・高齢化の進行により、
高齢者１人を現役世代 1.1 人で支える時代がやってきます。

子育て世代の定住化対策として、住宅の整備や保育・教育環境の整備
に取り組むとともに、いつまでも健康で安心して暮らせるための福祉の
充実、賑わいや魅力向上に向けたまちづくりなど
に取り組んでいます。

［問い合わせ］
政策推進課　経営戦略係　☎（83）1222

⬇ 今後のおおまかな計画策定の流れは以下の通りです

・各種データの分析
・施策事業の調査

基礎的調査

計画決定
基本構想の策定

アクションプログラムの策定

アンケートの実施 パブリック
コメント
の実施ワークショップの開催

こんな松田町になったらいいな、
こんなことをしてみたいなど、
みんなで語り合いませんか

現在の暮らしのようすや
これからのまちづくりのことなど、
みなさんの思いをお伺いします

XX年後の松田町はどうなる？本山町長インタビュー

す。ご協力のほどよろしくお願
ます。

平
成
28
年
１
月
に
、
松
田
・
寄
合
併
60
周
年
記
念
レ
ー
ス
が
川
崎
競
馬
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
開
催
さ
れ
た
、
桜
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ
し
た
レ
ー
ス
の
名
前
は
何
で
し
ょ
う
か
（
答
え
は
次
号
）。

①
桜
ま
つ
り
で
松
田
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
賞
　
②
桜
ま
つ
り
で
お
も
て
な
し
松
田
町
賞
　
③
ま
つ
だ
桜
ま
つ
り
で
盛
り
上
が
り
ま
賞
　
④
ま
つ
だ
桜
ま
つ
り
記
念
杯

《 

挑
戦
！
ま
つ
だ
マ
イ
ス
タ
ー
検
定 

》
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県
民
税
）
の
申
告
は
必
要
で
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

小
田
原
税
務
署
の
確
定
申
告
書

作
成
会
場
開
設
期
間

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
・
贈
与
税
・
個
人
消
費
税
の
確

定
申
告
書
作
成
会
場
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

※ 

受
付
を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、な
る
べ
く

午
後
４
時
ま
で
に
お
越
し
く
だ

さ
い

※ 

２
月
18
日（
日
）、
２
月
25
日

（
日
）は
、
電
話
相
談
は
行
い
ま

せ
ん

小
田
原
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

申告期限
納 期 限

●
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
15
日（
木
）ま
で

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
２
日（
月
）ま
で

確
定
申
告
が
必
要
な
方
と
は

■
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方

■
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

■
給
与
所
得
者
で
、
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
方

■ 

平
成
29
年
中
の
各
種
所
得（
事
業・不
動
産・譲
渡
な
ど
）の
合
計
額
が
、

　 

所
得
税
の
各
種
控
除
額（
基
礎
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）の
合
計
を
超

え
る
方

■
平
成
29
年
の
中
途
で
退
職
し
て
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
方
　
な
ど

２
月
16
日（
金
）〜３

月
15
日（
木
）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

（
提
出
は
午
後
５
時
ま
で
）

相
談
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
を
除
く
。
た
だ
し
、

２
月
18
日
と
２
月
25
日
の
日
曜

日
は
開
設
。）

確定申告 無料相談会
税理士による無料申告相談 申告書を作成して提出できます。

２月１日（木） 松田町民文化センター 展示ホール
午前９時30分～正午、午後１時～４時

※ 午前中は大変混雑します
※ 受付は相談終了時刻(午前・午後)の１時間前に締め切りま
すが、混雑の状況により早めに締め切ることもあります
青色申告会による確定申告無料相談会
２月１日（木）～３月15日（木）（土曜を除く）
青色会館３階大ホール （小田原市本町２‒３‒24）
午前９時～午後３時（最終日は午後２時に受付終了）
※詳細は１月15日発行の「税申告のおしらせ」にて

申告も納税も e-Taxで！
詳しくは

　平成29年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに「医
療費控除の明細書（国税庁公式サイトからダウンロードでき
ます）」の添付が必要となりました（領収書の提出は不要です
が、自宅で５年間保存する必要があります）。
　また、神奈川県の国民健康保険及び後期高齢者医療制度の
「医療費通知」は、平成29年分の確定申告では使用できません。

納
付
額
証
明
書（
普
通
徴
収
分
）

の
送
付

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

　
平
成
29
年
中
に
納
付
い
た
だ
い

た
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

料
の
納
付
額
を
記
載
し
た
納
付
額

証
明
書
を
、
１
月
下
旬
に
納
付
義

務
者
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
所
得

税
確
定
申
告
、
町
県
民
税
の
申
告

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
納
付
額
証
明
書
に
は
、
特

別
徴
収
分
（
年
金
天
引
き
分
）
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
特
別
徴
収

分
（
年
金
天
引
き
分
）
に
つ
い
て

は
、
各
年
金
・
共
済
保
険
者
か
ら

送
ら
れ
る
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　
町
民
課
　
国
保
年
金
係
　

☎（
83
）1
2
2
5

　
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
福
祉
課
　
高
齢
介
護
係
　

☎（
83
）1
2
2
6

年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
手
続

不
要
制
度
に
よ
る
注
意
点

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、

公
的
年
金
な
ど
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
る
所

得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
場
合
な
ど
は
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
が
必
要
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
（
町

▼ 
休
日
な
ど
に
申
告
書
を
提
出

す
る
場
合

① 

休
日
に
申
告
書
を
提
出
す
る

場
合
は
、
小
田
原
税
務
署
正

面
脇
の
「
時
間
外
文
書
収
受

箱
」
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ

い
。

② 

申
告
書
は
、
郵
送
で
税
務
署

へ
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
控
え
が
必
要
な
方
は
、

宛
名
を
記
入
し
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

宛
先
　
小
田
原
税
務
署

〒
２
５
０‒

８
５
１
１
　

小
田
原
市
荻
窪
４
４
０
番
地
　

▼ 

町
役
場
税
務
課
で
も
申
告
書

を
受
け
付
け
ま
す

役
場
１
階
会
議
室

期
間
　
２
月
16
日（
金
）〜

３
月
９
日（
金
）（
土
・
日
除
く
） 

寄
地
区
各
会
場

期
間
　
２
月
９
日（
金
）、
13
日

（
火
）、
14
日（
水
）

　
申
告
用
紙
は
、
１
月
24
日

（
水
）か
ら
税
務
課
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。事
前
に
添
付
書
類（
医

療
費
控
除
の
明
細
書
な
ど
）の

整
理
や
計
算
を
行
っ
て
か
ら
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
１
月
15
日
発
行
の

「
税
申
告
の
お
し
ら
せ
」
に

て

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
・
贈
与
税
の
申
告
書
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記

載
が
必
要
で
す
。

　
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
は
、

申
告
さ
れ
る
ご
本
人
の
本
人
確
認

書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

申告書には
マイナンバーの

記載が
必要です！

※ 

ご
自
宅
か
らe-T

ax

で
送
信
す

る
場
合
は
、
本
人
確
認
書
類
の

写
し
の
提
出
は
不
要
で
す
。

確
定
申
告
を
も
っ
と
便
利
に

納 

税
は
便
利
な
振
替
で

　
国
税
の
納
付
は
、
便
利
な
振
替

納
税
や
電
子
納
税
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
場

合
は
、
納
付
書
に
金
額
な
ど
を
ご

記
入
の
上
、
お
近
く
の
金
融
機
関

で
必
ず
納
期
限（
所
得
税
お
よ
び

贈
与
税
は
３
月
15
日（
木
）、
個
人

事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
は
４
月
２
日（
月
）ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

小
田
原
税
務
署

☎（
35
）4
5
1
1

医療費控除を受けるための手続きが変わりました！

　平成29年１月１日から平成33年12月31日までの間に、一定
の取り組みを行っている方が特定の医薬品（ＯＴＣ医薬品）を
購入した場合、年間で12,000円を超えた分の金額について所
得税などの所得控除を受けることができる制度です。控除上
限額は、88,000円までとなります。
　また、この特例制度は医療費控除の特例であるため従来の
医療費控除と同時に受けることはできませんのでご注意くだ
さい。適用を受けるための要件や、申告方法については厚生
労働省公式サイトを確認してください。

医療費控除の特例制度  セルフメディケーション税制

NEWS
本
人
確
認
を
行
う
時
に
使
用
す

る
書
類
（
例
）

① 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）の
み
【
番
号

確
認
及
び
身
元
確
認
書
類
】

② 

通
知
カ
ー
ド
な
ど
【
番
号
確

認
書
類
】＋
運
転
免
許
証【
身

元
確
認
書
類
】

平成30年１月１日No.631（5）

　ごみの分別にご協力いただきありがとうございます。
　「燃やすごみ」の減量化を推進するため、分別の豆知識を
紹介していきます。ごみ出しのルールを守り、きれいで住
みよいまちを目指しましょう！

Ｑ  お菓子の箱や包装紙は、何のごみの収集日に出せばよ
いでしょうか？

A  「古紙類」に分類されますので、「資源ごみ」の収集日
に出してください。

　お菓子の箱や包装紙、使用済みのはがきなどの他、次の
認識マークが印字されたものは、リサイクルすることがで
きる「資源ごみ」です。資源ごみとしてリサイクルするこ
とで、ごみの減量化や環境への負担軽減につながりますの
で分別にご協力ください。
※ 写真用紙、ＦＡＸやレシートなどの感熱紙、
油や食品で汚れた紙などはリサイクルするこ
とができません

※ 雨が続いて紙類・布類がたまってしまった場合は、櫻井
商事有限会社へ電話連絡の上、直接持ち込むこともでき
ます（手数料不要）　　　  櫻井商事有限会社　☎（82）0912

未来のために、
いま選ぼう。
（クールチョイス

：賢い選択）

ダイエットご
み

通
信

【問い合わせ】環境上下水道課　環境係　☎（83）1227

収集量　　　約183ｔ
　　　　　　（昨年同月は約180ｔのため、約1.88％増）

収集運搬費　約193万円
　　　　　　（昨年同月は約190万円のため、約3万円増）
　　　　　　（４月からの累計　約1,638万円／今年度予算額2,697万円）

※毎年収集単価は異なるので、同量の収集費であっても、差
が出ることがあります

11月分 燃やすごみのデータ

町公式サイトにある、ごみの分別辞典
　　　　　　　 なら、ごみの分別方法
がすぐ分かります！
ごみサク

監
査
委
員
に

鍵か
ぎ
和わ

田だ

毅た
け
志し

さ
ん
を
選
任

　
昨
年
12
月
20
日
に
、
町
識
見
監

査
委
員
の
遠え

ん

藤ど
う

孝た
か

生お

委
員
（
店
屋

場
自
治
会
）
が
任
期
満
了
を
迎
え

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
月
に
開
催
さ
れ
た
第

４
回
議
会
定
例
会
の
同
意
を
得
て
、

新
た
に
鍵
和
田
毅
志
さ
ん
（
神
山

自
治
会
）
が
選
任
さ
れ
、
12
月
21

日
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
監
査
委
員
事
務
局（
政
策
推
進
課
内
）

☎（
83
）１
２
２
２

路
線
バ
ス
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
自
家
用
車
の
普
及
や
少
子
化
の

影
響
で
路
線
バ
ス
の
利
用
率
が
低

迷
し
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
路

線
の
廃
止
や
減
便
な
ど
が
全
国
的

に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
路
線
を
維
持
し
、
利
便
性

を
高
め
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人
一
人
の
積
極
的
な
利
用
が
不
可

欠
で
す
。

　
町
で
は
富
士
急
湘
南
バ
ス
株
式

会
社
と
協
力
し
て
、
バ
ス
通
学
定

期
券
助
成
事
業
や
高
齢
者
バ
ス
定

期
券
助
成
事
業
（
ま
ち
の
り
パ
ス

65
）
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

地
域
の
足
を
確
保
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
政
策
推
進
課

経
営
戦
略
係
　
☎（
83
）１
２
２
２

暮
ら
し
の
ガ
イ
ド

２
０
１
８
年
版
を
作
成
し
ま
す

　
行
政
情
報
の
案
内
と
し
て
町
民

の
皆
さ
ん
に
配
布
し
て
い
る
「
暮

ら
し
の
ガ
イ
ド
」を
平
成
30
年（
２

０
１
８
年
）６
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
発
行
し
ま
す
。

　
前
回
同
様
に
、
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
（
本
社
：
大
阪
府
）
と

協
定
を
締
結
し
、
町
が
行
政
情
報

の
提
供
と
監
修
を
行
い
、
同
社
が

広
告
募
集
・
製
作
・
配
布
業
務
を

行
い
ま
す
。

　
今
回
発
行
す
る
最
新
版
は
２
〜

３
年
間
使
用
す
る
も
の
と
し
て
、

平
成
30
年
６
月
か
ら
松
田
町
内
の

全
世
帯
と
転
入
者
へ
の
配
布
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
政
策
推
進
課

経
営
戦
略
係
　
☎（
83
）１
２
２
２

新松田駅前で

の実証実験

広告

松田町一般会計補正予算の主な内容
一般会計補正予算（第７号）

平成29年10月30日専決処分　12月６日議会承認
【歳出】
　ふるさと鉄道法面復旧工事 340万円

一般会計補正予算（第８号）

平成29年12月８日議決
既定の歳入歳出予算に1,905万円を追加

【歳入】（主なもの）
　障害者福祉費負担金[国費＋県費] 1,223万円
　国民健康保険保険基盤安定負担金[国費＋県費] 538万8千円
　未熟児等養育医療費助成事業負担金[国費＋県費] 17万7千円

【歳出】（主なもの）
　人事異動に伴う特別会計間との補正額等人件費 772万1千円
　国民健康保険基盤安定制度繰出金 718万4千円
　障害福祉サービス等給付費 1,704万9千円
　未熟児等養育医療費助成事業 91万5千円
　自然休養村管理センター施設改修工事 79万8千円
　予備費 △1,613万6千円

平成29年度一般会計予算総括表 

補正前の予算額 補正額合計 補正（第８号）後の予算額

46億1,364万1千円 1,905万8千円 46億3,269万9千円

平成29年度

　
町
で
は
、
国
の
地
方
創
生
交
付
金
を

活
用
し
、
県
西
地
域
北
部
の
交
通
の
要

衝
で
あ
る
駅
周
辺
エ
リ
ア
が
、
広
域
で

潜
在
力
や
波
及
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

の
調
査
及
び
構
想
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
同
エ

リ
ア
に
不
足
し
て
い
る
休
憩
・
案
内
機

能
の
確
立
に
向
け
て
、
新
松
田
駅
前
の

空
き
店
舗
で
の
実
証
実
験
を
2
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
予
定
し
て
い
ま
す
。
実

験
に
あ
た
っ
て
必
要
な
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
政
策
推
進
課
　
経
営
戦
略
係

☎
（
83
）
１
２
２
２

新松田駅前で新松田駅前で

験
に
あ
た
っ
て
必
要
な
改
修
工
事
を
行

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
政
策
推
進
課
　
経
営
戦
略
係

実験予定の旧加藤化粧
品店

平
成
３
年
12
月
に
東
名
高
速
道
路
の
御
殿
場
・
大
井
松
田
間
が
拡
幅
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
高
速
道
路
で
行
わ
れ
た
記
念
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
種
目
は
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か（
答
え
は
次
号
）。

①
マ
ラ
ソ
ン
　
②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
③
駅
伝
　
④
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

《 

挑
戦
！
ま
つ
だ
マ
イ
ス
タ
ー
検
定 

》
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　ごみの分別にご協力いただきありがとうございます。
　「燃やすごみ」の減量化を推進するため、分別の豆知識を
紹介していきます。ごみ出しのルールを守り、きれいで住
みよいまちを目指しましょう！

Ｑ  お菓子の箱や包装紙は、何のごみの収集日に出せばよ
いでしょうか？

A  「古紙類」に分類されますので、「資源ごみ」の収集日
に出してください。

　お菓子の箱や包装紙、使用済みのはがきなどの他、次の
認識マークが印字されたものは、リサイクルすることがで
きる「資源ごみ」です。資源ごみとしてリサイクルするこ
とで、ごみの減量化や環境への負担軽減につながりますの
で分別にご協力ください。
※ 写真用紙、ＦＡＸやレシートなどの感熱紙、
油や食品で汚れた紙などはリサイクルするこ
とができません

※ 雨が続いて紙類・布類がたまってしまった場合は、櫻井
商事有限会社へ電話連絡の上、直接持ち込むこともでき
ます（手数料不要）　　　  櫻井商事有限会社　☎（82）0912

未来のために、
いま選ぼう。
（クールチョイス

：賢い選択）

ダイエットご
み

通
信

【問い合わせ】環境上下水道課　環境係　☎（83）1227

収集量　　　約183ｔ
　　　　　　（昨年同月は約180ｔのため、約1.88％増）

収集運搬費　約193万円
　　　　　　（昨年同月は約190万円のため、約3万円増）
　　　　　　（４月からの累計　約1,638万円／今年度予算額2,697万円）

※毎年収集単価は異なるので、同量の収集費であっても、差
が出ることがあります

11月分 燃やすごみのデータ

町公式サイトにある、ごみの分別辞典
　　　　　　　 なら、ごみの分別方法
がすぐ分かります！
ごみサク

監
査
委
員
に

鍵か
ぎ
和わ

田だ

毅た
け
志し

さ
ん
を
選
任

　
昨
年
12
月
20
日
に
、
町
識
見
監

査
委
員
の
遠え

ん

藤ど
う

孝た
か

生お

委
員
（
店
屋

場
自
治
会
）
が
任
期
満
了
を
迎
え

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
月
に
開
催
さ
れ
た
第

４
回
議
会
定
例
会
の
同
意
を
得
て
、

新
た
に
鍵
和
田
毅
志
さ
ん
（
神
山

自
治
会
）
が
選
任
さ
れ
、
12
月
21

日
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
監
査
委
員
事
務
局（
政
策
推
進
課
内
）

☎（
83
）１
２
２
２

路
線
バ
ス
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
自
家
用
車
の
普
及
や
少
子
化
の

影
響
で
路
線
バ
ス
の
利
用
率
が
低

迷
し
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
路

線
の
廃
止
や
減
便
な
ど
が
全
国
的

に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
路
線
を
維
持
し
、
利
便
性

を
高
め
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人
一
人
の
積
極
的
な
利
用
が
不
可

欠
で
す
。

　
町
で
は
富
士
急
湘
南
バ
ス
株
式

会
社
と
協
力
し
て
、
バ
ス
通
学
定

期
券
助
成
事
業
や
高
齢
者
バ
ス
定

期
券
助
成
事
業
（
ま
ち
の
り
パ
ス

65
）
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

地
域
の
足
を
確
保
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
政
策
推
進
課

経
営
戦
略
係
　
☎（
83
）１
２
２
２

暮
ら
し
の
ガ
イ
ド

２
０
１
８
年
版
を
作
成
し
ま
す

　
行
政
情
報
の
案
内
と
し
て
町
民

の
皆
さ
ん
に
配
布
し
て
い
る
「
暮

ら
し
の
ガ
イ
ド
」を
平
成
30
年（
２

０
１
８
年
）６
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
発
行
し
ま
す
。

　
前
回
同
様
に
、
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
（
本
社
：
大
阪
府
）
と

協
定
を
締
結
し
、
町
が
行
政
情
報

の
提
供
と
監
修
を
行
い
、
同
社
が

広
告
募
集
・
製
作
・
配
布
業
務
を

行
い
ま
す
。

　
今
回
発
行
す
る
最
新
版
は
２
〜

３
年
間
使
用
す
る
も
の
と
し
て
、

平
成
30
年
６
月
か
ら
松
田
町
内
の

全
世
帯
と
転
入
者
へ
の
配
布
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
政
策
推
進
課

経
営
戦
略
係
　
☎（
83
）１
２
２
２

新松田駅前で

の実証実験

広告

松田町一般会計補正予算の主な内容
一般会計補正予算（第７号）

平成29年10月30日専決処分　12月６日議会承認
【歳出】
　ふるさと鉄道法面復旧工事 340万円

一般会計補正予算（第８号）

平成29年12月８日議決
既定の歳入歳出予算に1,905万円を追加

【歳入】（主なもの）
　障害者福祉費負担金[国費＋県費] 1,223万円
　国民健康保険保険基盤安定負担金[国費＋県費] 538万8千円
　未熟児等養育医療費助成事業負担金[国費＋県費] 17万7千円

【歳出】（主なもの）
　人事異動に伴う特別会計間との補正額等人件費 772万1千円
　国民健康保険基盤安定制度繰出金 718万4千円
　障害福祉サービス等給付費 1,704万9千円
　未熟児等養育医療費助成事業 91万5千円
　自然休養村管理センター施設改修工事 79万8千円
　予備費 △1,613万6千円

平成29年度一般会計予算総括表 

補正前の予算額 補正額合計 補正（第８号）後の予算額

46億1,364万1千円 1,905万8千円 46億3,269万9千円

平成29年度

　
町
で
は
、
国
の
地
方
創
生
交
付
金
を

活
用
し
、
県
西
地
域
北
部
の
交
通
の
要

衝
で
あ
る
駅
周
辺
エ
リ
ア
が
、
広
域
で

潜
在
力
や
波
及
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

の
調
査
及
び
構
想
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
同
エ

リ
ア
に
不
足
し
て
い
る
休
憩
・
案
内
機

能
の
確
立
に
向
け
て
、
新
松
田
駅
前
の

空
き
店
舗
で
の
実
証
実
験
を
2
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
予
定
し
て
い
ま
す
。
実

験
に
あ
た
っ
て
必
要
な
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
政
策
推
進
課
　
経
営
戦
略
係

☎
（
83
）
１
２
２
２

新松田駅前で新松田駅前で

験
に
あ
た
っ
て
必
要
な
改
修
工
事
を
行

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
政
策
推
進
課
　
経
営
戦
略
係

実験予定の旧加藤化粧
品店

平
成
３
年
12
月
に
東
名
高
速
道
路
の
御
殿
場
・
大
井
松
田
間
が
拡
幅
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
高
速
道
路
で
行
わ
れ
た
記
念
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
種
目
は
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か（
答
え
は
次
号
）。

①
マ
ラ
ソ
ン
　
②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
③
駅
伝
　
④
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

《 

挑
戦
！
ま
つ
だ
マ
イ
ス
タ
ー
検
定 

》
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松田
文化財探訪

�

【
問
い
合
わ
せ
】教
育
課
　
学
校
教
育
係
　
☎（
83
）７
０
２
３

　
町
の
教
育
や
文
化
と
学
術
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
を
た
た
え
、

町
教
育
委
員
会
は
「
平
成
29
年
度

教
育
委
員
表
彰
」
を
開
催
し
、
北

原
眞
由
美
さ
ん
、
吉
田
光
子
さ
ん

　
「
第
37
回
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
神
奈
川

県
大
会
」
で
金
賞
を
受
賞
し

た
渡わ

た

辺な
べ

菜な

瑠る

真み

さ
ん
が
、
12

月
９
日
（
土
）
に
開
催
し
た

「
人
権
教
育
研
修
会
兼
町
民

大
学
」
に
お
い
て
、
受
賞
作

品
「
変
身
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」

２
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

の
お
２
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
お
２
人
は
、
長
年
に
わ
た
り
学

校
評
議
員
と
し
て
学
校
教
育
の
充

実
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間

の
ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
、
現
存
す
る

世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法

隆
寺
金
堂
（
奈
良
県
）
の
壁
画
が
火

災
に
よ
り
焼
損
し
、
社
会
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
契
機

と
な
り
、
昭
和
25
年
に
文
化
財
保
護

法
が
、
昭
和
30
年
に
は
文
化
財
保
護

デ
ー
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
内
の
歴
史
あ
る
多
数
の
彫
刻
、

工
芸
、
史
跡
、
無
形
文
化
、
天
然
記

念
物
、
他
が
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
国
や
県
市
町
村
が
、

災
害
な
ど
か
ら
文
化
財
を
保
護
し
現

在
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
乾
燥
す
る
冬
は
、
火
災
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
火
の
元
に
は
十
分

注
意
し
、
町
内
に
あ
る
、
大
切
な
文

化
財
（
仏
像
、
神
社
、
御
堂
、
石
仏

な
ど
全
18
点
）
を
皆
さ
ん
の
手
で
、

災
害
か
ら
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
は
町
内
に
あ
る
指
定
文
化
財

の
一
例
）

を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
作
品
か
ら
は
、お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
体
調
を
気
遣
う
優
し
い
気
持

ち
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
思
い
や
り

な
が
ら
生
活
す
る
日
々
の
姿
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。素
晴
ら
し
い

作
文
に
会
場
の
参
加
者
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｌエ

ル

Ｇジ
ー

Ｂビ
ー

Ｔテ
ィ
ー

　
性
的
少
数

派
の
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
12

月
9
日
（
土
）
に
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
人
権
教
育
研
修
会
兼
町
民

大
学
」
に
は
、
94
人
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。
性
的
少
数

者
が
抱
え
る
悩
み
や
課
題
の

実
情
に
、
多
く
の
方
が
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

真
）、松
田
町
役
場
付
近
、旧
家
居

住
地
域
、熊
野
社（
現
在
は
お
稲
荷

さ
ん
）付
近
の
道
筋
を
、近
所
の
古

老
に
、一
部
ご
教
示
賜
り
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
感
謝
）。

　
こ
の
道
は「
松
田
惣
領
・
庶
子
境さ

か
い

道み
ち

コ
ー
ス
」の
前
身
の
道
と
思
え

ま
す
の
で
、大お

お

山や
ま

道み
ち

や
ふ
じ
道み

ち

で

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
で
は
、全
く
想
像
で
き
ま

せ
ん
が
、こ
の
道
筋
を「
主
要
な
生

活
の
道
・
場
」と
し
て
い
た
頃
の
俗

言
と
し
て「
嫁
に
行
く
な
ら
・
・
・

松
田
は
山
の
中
」が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
後
、籠か

ご

場ば

橋ば
し

か
ら
松
田
方

面
へ
の
地
方
道
72
号
線
は
、神
山

の
中
央
を
走
る
県
道
７
１
０
号
線

と
共
に
、道
幅
は
当
然
現
在
の
半

分
以
下
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、明

治
６
年
の
神こ

う

山や
ま

村む
ら

大お
お

絵え

図ず

な
ど
か

ら
推
測
す
る
と
、明
治
10
年
前
後

に
開
通
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
ま
す
。

　
正
式
な
開
通
時
期
に
つ
い
て
、

種
々
の
文
献
や
公
的
機
関
も
含
め

調
査
し
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら

不
明
で
す
。

　
こ
の
道
筋
の
発
展
は
、明
治
15

年
作
成
の「
迅じ

ん

速そ
く

即そ
く

図ず

」に
描
か
れ

た
、「
河
内
・
沢さ

わ

尻じ
り

コ
ー
ス
」の
形
成

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
次
回「
上か

み

茶ち
ゃ

屋や

・
下し

も
ん

茶ち
ゃ

屋や

の
ま
と

め
」と
し
て
、懸
案
事
項
の
川か

わ

音お
と

川が
わ

の
水
路
変
更
時
期
な
ど
に
つ
い
て

記
し
ま
す
。

「
上
茶
屋
に
つ
い
て
」（
そ
の
３
）

（
前
号
よ
り
）

　
聴
き
取
り
調
査
結
果
の
、「
往お

う

古こ

は
裏
の
松
田
山
に
、本ほ

ん

村そ
ん

に
繋
が

る
道
が
あ
っ
た
」に
つ
い
て
、川か

わ

内ち

山（
河か

わ

内ち

山
）の「
ゴ
ル
フ
練
習
場
」

周
辺
な
ど
を
中
心
に
、現
地
を
探

索
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、雑
木
・
竹
林
な
ど
で

荒
れ
果
て
、そ
れ
ら
し
い
道
の
形

跡
は
な
く
は
な
い
も
の
の
、昨
今

の
獣
の
存
在
を
意
識
し
、恐
怖
感

か
ら
撤
退
し
ま
し
た
。

　
そ
の
代
替
え
と
し
て
、「
帝
国
市

町
村
地
図（
昭
和
５
年
）で
机
上
検

討
し
た
結
果
、字あ

ざ

名な

で
言
い
ま
す

と
上
茶
屋
の
北
側
に
上か

み

茶ぢ
ゃ

屋や

上か
み

が

あ
り
、そ
こ
か
ら
松
田
本
村
側
に

繋
が
る
２
０
０
０
番
地
台
は
、水み

ず

飲の
み

、横よ
こ

畑は
た

、延
命
寺
西
、張は

り

間ま

田だ

上か
み

な
ど
か
ら
、谷
戸
の
１
９
４
１
～

２
０
０
９
番
地
と
な
り
、ナ
ン
ト

「
松
田
惣
領
・
庶
子
の
境
道
コ
ー
ス
」

の
矢
倉
沢
踏
切
近
く
の
、１
９
４

１
番
地
付
近
に
繋
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、上
茶
屋
か
ら
松
田
山

に
登
り
、川
内
山
を
南
下
し
米
山

薬
師
堂（
２
３
３
５
番
地
・
今
は
廃

寺
）、延
命
寺
・
仁
王
門
の
前（
写

矢
倉
沢
往
還
23文

化
財
保
護
委
員

　草く
さ

　か
ど門

　隆た
か
し

明治の頃の延命寺前
（『松田の史話』　　
　　　第１集より）

町
教
育
委
員
会
表
彰

　「
第
37
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
神
奈
川
県
大

会
」で
は
、次
の
お
２
人
も
奨
励

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。お
め

で
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人権作文 金賞受賞作品を朗読で発表 学
校
評
議
員

　
北き

た

原は
ら

眞ま

由ゆ

美み

さ
ん
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委嘱期間　
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　（松田小学校・８年）
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t寒田神社
（松田惣領）
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ご
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s
（寒田神社）

t十一面観音立像
（桜観音堂）
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がま跡s
（最明寺史跡公園内）

1/26 は文化財防火デー

スコット先生＆テイス先生のミニ英会話 時間表現 編

It starts at 8:00 / 5:30….
　　…８時／５時半に始まります。
　　… in the morning （午前）
　　… in the afternoon（午後）
　　… in the evening  （夕方）
　　… at night        （夜）

When does 〇〇 start?
〇〇は何時に始まりますか？
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お 知 ら せ
町公式サイトやTwitterでも、随時情報発信し
ています。ぜひご覧ください。

水漏れを発見したら、お電話ください。
当番日 会社名 電話番号
１、５
９〜15 ㈱筆屋 （83）0100
２、６
16〜22 ㈲松田設備工業 （82）0609
３、７
23〜29 ㈲小宮石材 （89）3205
４、８
30・31 ㈲加賀設備工業 （82）4991

※湯の沢地区で水道修理が必要な場合は、秦
野市上下水道局☎０４６３（８３）２１１３へ
ご連絡ください

１月の水道修理当番

●戸籍の窓　※掲載承諾者のみ（敬称略）
11月16日から12月15日まで受け付けた方
お誕生おめでとう
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町図書館　☎（83）7024
　開館時間：午前9時30分～午後5時
　休 館 日：�毎週月曜日、１～６日、

23～27日（点検のため）
寄出張所図書館�　☎（89）2126
　開館時間：午前9時30分～午後4時
　休 館 日：土、日、祝日

おはなし会   場所：図書館子どもコーナー
（小学校低学年まで）参加自由
　１月13日（土）（27日は休み）
　午前10時30分～11時
（乳幼児対象）おひざにだっこのおはなし会
　今月はお休みです。

新着図書  
～毎週木曜日から貸出。～ 

ホームページから確認できます。
● 一 般 書
　（書　名）　　　　　　　　　　（著者名）

「めんどくさい」がなくなる部屋づくり
 内山　ミエ

「充たされざる者」 カズオ・イシグロ
「西郷（せご）どん！」前編・後編 林　真理子
「ＭＡＲＳ（マーズ）　火星移住計画」
 レオナール・デイヴィッド
● 児 童 書

「セブン・レター・ワード　７つの文字の謎」
 キム・スレイター

「モンスター・ホテルでごしょうたい」
 柏葉　幸子

「じょやのかね」 とうごう　なりさ
「ママがおばけになっちゃった！
　ぼく、ママとけっこんする」 のぶみ

「京都の凸凹（でこぼこ）を歩く」　 梅林　秀行
…ここに載せたものは新着図書の一部です…

　新着図書はホームページで確認できます。Ｉ
Ｄを取得した方は予約することができます。
＊神奈川県内の図書館と相互貸借できるサービ
スを行っています。カウンターでご相談ください。

◦下記の行事は「申し込み」表示以外は参加自由・無料です。「対象」表示以外は
どなたでもご参加いただけます。◦他にも行事を開催します。詳しくは町公式サイ
トやテレビ神奈川（tvk）データ放送をご覧ください。

ママパパクラス
◎１月６日（土）午前９時45分～10時
●２月３日（土）午前９時45分～10時
　山北町健康福祉センター
◎すくすく育児相談・おっぱい相談
　１月９日（火）、２月６日（火）
　午前９時30分～10時30分
◎おとな健康相談
　１月11日（木）午前９時30分～10時30分
●定例ウォーキング
　１月15日（月）午前９時30分
　健康福祉センター西側　三角堤公園
◎３歳児健康診査
　１月17日（水）午後０時45分～１時
◎離乳食講習会
　１月18日（木）午前９時～９時20分
◎１歳６か月児健康診査
　１月24日（水）午後０時45分～１時
◎２歳児歯科検診
　１月26日（金）午後０時45分～１時
※時間は受付時間
◎の場所は健康福祉センター
子育て健康課　健康づくり係　☎（84）5544

保　　　　健

○法律相談
１月18日（木）午後１時～４時（神奈川県弁護士会）
町役場会議室〈予約制〉※先着６人
予約受付期間　１月４日（木）～17日（水）
２月２日（金）午前９時15分～11時45分
町役場会議室〈予約制〉※先着６人
予約受付期間　１月19日（金）～２月１日（木）
総務課　庶務係　☎（83）1221

○人権・行政相談
１月10日（水）午前10時～11時30分
※時間は受付時間
町民文化センター　第２学習室
子育て健康課　子育て支援係　☎（84）5544

○特設人権相談
１月12日（金）午後１時～３時30分
※時間は受付時間
受付：町民文化センター　１階ロビー
子育て健康課　子育て支援係　☎（84）5544

相　　　談

●町県民税　１月31日（水）
　税務課　町民税係　☎（83）1224
●国民健康保険税　１月31日（水）
●後期高齢者医療保険料　１月31日（水）
　町民課　国保年金係　☎（83）1225
●介護保険料　１月31日（水）
　福祉課　高齢介護係　☎（83）1226
※税金などのお支払いは、便利な口座振替を
　ご利用ください

１月の納税

開園時間：午前９時～午後４時
休 園 日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日休園、１月３日までは年末年始休園）
連 絡 先：観光経済課　公園係　☎（83）1228
※悪天候などで休園になることがありますのでご了承ください

自　然　館� ☎（82）7345　FAX（20）4794
開館時間：午前９時～午後４時
休 館 日：毎週月・火曜日

ミニ探検「正月遊び大会」
～自然物で正月遊びを楽しもう～

主な内容  ドングリゴマを作って回そう／貝合わ
せやおはじき遊び／葉っぱカルタ取り
／的あて遊びなど

 ＊七草がゆと楽しい景品があります
日 時  14日（日）午前９時30分～正午
場 所  自然館実習室
対 象  幼児以上
定 員  20人

ミニ探検「冬のおもしろ実験室」
～温まるものを作ろう～

主な内容  手作りカイロで温まろう／温かな光を
灯すキャンドルを廃油で作ろう

日 時  27日（土）午前９時30分～11時30分
場 所  自然館実習室
対 象  小学生以上
定 員  20人

◆編集後記◆
毎号読んでいただきありがとうございます。
今年も頑張りますので、どうぞ宜しくお願いい
たします。（A）

西平畑公園

子どもの館� ☎（82）9869　FAX（20）4693
開館時間：午前９時～午後４時
休 館 日：毎週月・火曜日

たのしい広場
◦鉄道模型（Nゲージ）運転
日 時  ６日（土）午前10時～正午
内 容  蒸気機関車・ロマンスカー　ほか運行
運転士  吉

よし

田
だ

輝
てる

夫
お

さん
対 象  小学生～一般
 ※幼児は保護者同伴で見学できます

定例伝承文化教室
◦和太鼓教室
日 時  13日（土）・27日（土）午前10時～正午
内 容  あそび太鼓、道祖神太鼓　ほか
申し込み  前日までに子どもの館へ電話かFAX
◦わらべ歌と絵本
日 時  17日（水）午前11時～正午
内 容  「おせんべやけたかな」
対 象  乳幼児（保護者同伴）～一般
◦今月の折紙
日 時  28日（日）午前10時～正午
内 容  八角形の箱
持ち物  折り紙

伝承あそび「はじめの一歩」
日 時  14日（日）・20日（土）午前10時～正午
内 容  こま・けん玉・お手玉・折り紙・あや

とり　ほか
 ＊種目はお問い合わせください

伝承文化教室「子どもまつり」
日 時  21日（日）午前10時～午後２時
内 容  和太鼓（子どもの館　和太鼓教室）
 食体験（町民生委員児童部会）

《伝承あそび名人がやってくる》
独 楽  柳

やな

川
がわ

幸
ゆき

也
や

さん
お手玉  瀧

たき

本
もと

小
さ
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よ
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広報まつだ12月号
「まつだマイスター検定」の答え

３ 面 西平畑公園にはおよそ「②360本」
の早咲き桜があります。
７ 面 町のプロモーションビデオ「君の知
らない松田町」は「②東海大学」とコラボ
レーションして作成しました。
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お 知 ら せ
町公式サイトやTwitterでも、随時情報発信し
ています。ぜひご覧ください。

水漏れを発見したら、お電話ください。
当番日 会社名 電話番号
１、５
９〜15 ㈱筆屋 （83）0100
２、６
16〜22 ㈲松田設備工業 （82）0609
３、７
23〜29 ㈲小宮石材 （89）3205
４、８
30・31 ㈲加賀設備工業 （82）4991

※湯の沢地区で水道修理が必要な場合は、秦
野市上下水道局☎０４６３（８３）２１１３へ
ご連絡ください

１月の水道修理当番

●戸籍の窓　※掲載承諾者のみ（敬称略）
11月16日から12月15日まで受け付けた方
お誕生おめでとう
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町図書館　☎（83）7024
　開館時間：午前9時30分～午後5時
　休 館 日：�毎週月曜日、１～６日、

23～27日（点検のため）
寄出張所図書館�　☎（89）2126
　開館時間：午前9時30分～午後4時
　休 館 日：土、日、祝日

おはなし会   場所：図書館子どもコーナー
（小学校低学年まで）参加自由
　１月13日（土）（27日は休み）
　午前10時30分～11時
（乳幼児対象）おひざにだっこのおはなし会
　今月はお休みです。

新着図書  
～毎週木曜日から貸出。～ 

ホームページから確認できます。
● 一 般 書
　（書　名）　　　　　　　　　　（著者名）

「めんどくさい」がなくなる部屋づくり
 内山　ミエ

「充たされざる者」 カズオ・イシグロ
「西郷（せご）どん！」前編・後編 林　真理子
「ＭＡＲＳ（マーズ）　火星移住計画」
 レオナール・デイヴィッド
● 児 童 書

「セブン・レター・ワード　７つの文字の謎」
 キム・スレイター

「モンスター・ホテルでごしょうたい」
 柏葉　幸子

「じょやのかね」 とうごう　なりさ
「ママがおばけになっちゃった！
　ぼく、ママとけっこんする」 のぶみ

「京都の凸凹（でこぼこ）を歩く」　 梅林　秀行
…ここに載せたものは新着図書の一部です…

　新着図書はホームページで確認できます。Ｉ
Ｄを取得した方は予約することができます。
＊神奈川県内の図書館と相互貸借できるサービ
スを行っています。カウンターでご相談ください。

◦下記の行事は「申し込み」表示以外は参加自由・無料です。「対象」表示以外は
どなたでもご参加いただけます。◦他にも行事を開催します。詳しくは町公式サイ
トやテレビ神奈川（tvk）データ放送をご覧ください。

ママパパクラス
◎１月６日（土）午前９時45分～10時
●２月３日（土）午前９時45分～10時
　山北町健康福祉センター
◎すくすく育児相談・おっぱい相談
　１月９日（火）、２月６日（火）
　午前９時30分～10時30分
◎おとな健康相談
　１月11日（木）午前９時30分～10時30分
●定例ウォーキング
　１月15日（月）午前９時30分
　健康福祉センター西側　三角堤公園
◎３歳児健康診査
　１月17日（水）午後０時45分～１時
◎離乳食講習会
　１月18日（木）午前９時～９時20分
◎１歳６か月児健康診査
　１月24日（水）午後０時45分～１時
◎２歳児歯科検診
　１月26日（金）午後０時45分～１時
※時間は受付時間
◎の場所は健康福祉センター
子育て健康課　健康づくり係　☎（84）5544

保　　　　健

○法律相談
１月18日（木）午後１時～４時（神奈川県弁護士会）
町役場会議室〈予約制〉※先着６人
予約受付期間　１月４日（木）～17日（水）
２月２日（金）午前９時15分～11時45分
町役場会議室〈予約制〉※先着６人
予約受付期間　１月19日（金）～２月１日（木）
総務課　庶務係　☎（83）1221

○人権・行政相談
１月10日（水）午前10時～11時30分
※時間は受付時間
町民文化センター　第２学習室
子育て健康課　子育て支援係　☎（84）5544

○特設人権相談
１月12日（金）午後１時～３時30分
※時間は受付時間
受付：町民文化センター　１階ロビー
子育て健康課　子育て支援係　☎（84）5544

相　　　談

●町県民税　１月31日（水）
　税務課　町民税係　☎（83）1224
●国民健康保険税　１月31日（水）
●後期高齢者医療保険料　１月31日（水）
　町民課　国保年金係　☎（83）1225
●介護保険料　１月31日（水）
　福祉課　高齢介護係　☎（83）1226
※税金などのお支払いは、便利な口座振替を
　ご利用ください

１月の納税

開園時間：午前９時～午後４時
休 園 日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日休園、１月３日までは年末年始休園）
連 絡 先：観光経済課　公園係　☎（83）1228
※悪天候などで休園になることがありますのでご了承ください

自　然　館� ☎（82）7345　FAX（20）4794
開館時間：午前９時～午後４時
休 館 日：毎週月・火曜日

ミニ探検「正月遊び大会」
～自然物で正月遊びを楽しもう～

主な内容  ドングリゴマを作って回そう／貝合わ
せやおはじき遊び／葉っぱカルタ取り
／的あて遊びなど

 ＊七草がゆと楽しい景品があります
日 時  14日（日）午前９時30分～正午
場 所  自然館実習室
対 象  幼児以上
定 員  20人

ミニ探検「冬のおもしろ実験室」
～温まるものを作ろう～

主な内容  手作りカイロで温まろう／温かな光を
灯すキャンドルを廃油で作ろう

日 時  27日（土）午前９時30分～11時30分
場 所  自然館実習室
対 象  小学生以上
定 員  20人

◆編集後記◆
毎号読んでいただきありがとうございます。
今年も頑張りますので、どうぞ宜しくお願いい
たします。（A）

西平畑公園

子どもの館� ☎（82）9869　FAX（20）4693
開館時間：午前９時～午後４時
休 館 日：毎週月・火曜日

たのしい広場
◦鉄道模型（Nゲージ）運転
日 時  ６日（土）午前10時～正午
内 容  蒸気機関車・ロマンスカー　ほか運行
運転士  吉

よし

田
だ

輝
てる

夫
お

さん
対 象  小学生～一般
 ※幼児は保護者同伴で見学できます

定例伝承文化教室
◦和太鼓教室
日 時  13日（土）・27日（土）午前10時～正午
内 容  あそび太鼓、道祖神太鼓　ほか
申し込み  前日までに子どもの館へ電話かFAX
◦わらべ歌と絵本
日 時  17日（水）午前11時～正午
内 容  「おせんべやけたかな」
対 象  乳幼児（保護者同伴）～一般
◦今月の折紙
日 時  28日（日）午前10時～正午
内 容  八角形の箱
持ち物  折り紙

伝承あそび「はじめの一歩」
日 時  14日（日）・20日（土）午前10時～正午
内 容  こま・けん玉・お手玉・折り紙・あや

とり　ほか
 ＊種目はお問い合わせください

伝承文化教室「子どもまつり」
日 時  21日（日）午前10時～午後２時
内 容  和太鼓（子どもの館　和太鼓教室）
 食体験（町民生委員児童部会）

《伝承あそび名人がやってくる》
独 楽  柳

やな

川
がわ

幸
ゆき

也
や

さん
お手玉  瀧

たき

本
もと

小
さ

夜
よ

子
こ

さん

広報まつだ12月号
「まつだマイスター検定」の答え

３ 面 西平畑公園にはおよそ「②360本」
の早咲き桜があります。
７ 面 町のプロモーションビデオ「君の知
らない松田町」は「②東海大学」とコラボ
レーションして作成しました。
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留学生による異文化クイズ 産業まつり会場

町立幼稚園に入園予定の幼
児と保護者の方を対象に、ツ
リー製作や絵本の読み聞かせ
を行う「にこにこ教室」を町民
文化センターで開催しました。

町民文化センターで開催した
「はし・うつわ・そば作りふ
るさと体験教室」に小学５・
６年生16人が参加しました。
当日は、青少年指導員と地元
のそば作り名人の方に協力し
ていただきました。

快晴の青空のもと、寄地
区において、第35回松田町
ロードレース大会が開催され、
102人の方が参加しました。

きらきらフェスタが西平畑
公園で開催され、写真を撮る
カップルや多くの家族連れで
賑わいました。子ども達は楽
しそうに走り回っていました。

第３回まつだマイスター検
定には６人の方が挑戦されま
した。結果の詳細は２月号に
てお知らせします。

クールチョイスワークショッ
プ「クリスマスリース作り」
に17人の方が参加し、町内の
樹木草を用いてリースを作り
ながら地産地消について学び
ました。

湘南ベルマーレフットサル
クラブの選手の皆さんから寄
小学校へボールが寄贈されま
した。

障害者週間の12月４日から
５日間、さがみ信用金庫松田
支店ロビーで、町内の通所施
設「K

コ ム ニ ー

OMNYすみれの家」と
「コスモス学園�松田センター」
利用者の方による作品展が開
かれました。

　

米
陸
軍
基
地
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
小

学
校
に
行
き
、子
ど
も
た
ち
と
直
接

触
れ
合
う
こ
と
で
英
語
に
慣
れ
親
し
み
、

国
際
感
覚
を
養
う
た
め
の
交
流
会
で
す
。

実
施
日　

３
月
21
日
（
水
・
祝
）

勉
強
会　

�

１
月
13
日（
土
）・
20
日（
土
）

�

ほ
か（
全
６
回
）

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
午
前
９
時
か
ら

対　

象　

�

小
学
校
４
年
生
〜
中
学
校

２
年
生
（
定
員
30
人
・
昼

食
代
は
個
人
負
担
）

【
申
し
込
み
】教
育
課　

生
涯
学
習
係

�

☎（
83
）７
０
２
１

　

11
月
26
日
（
日
）
に
Ｊ
Ｒ
松

田
駅
北
口
広
場
他
に
て
開
催
さ

れ
た
「
第
20
回
ま
つ
だ
産
業

ま
つ
り
」
は
、
好
天
に
恵
ま

れ
、
例
年
以
上
に
大
盛
況
で
し

た
。
当
日
は
、
国
際
交
流
ブ
ー

ス
に
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
く
す
玉

割
り
な
ど
を
体
験
で
き
る
「
世

界
の
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
」
と
、

近
隣
大
学
の
留
学
生
と
交
流
す

る
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ

フ
ェ
」
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

立
花
学
園
高
等
学
校
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部

の
生
徒
さ
ん
も
加
わ
っ

て
ベ
ト
ナ
ム
・
グ
ア
テ

マ
ラ
・
台
湾
の
文
化
を

映
像
を
交
え
て
学
び
、

互
い
の
文
化
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

政
策
推
進
課

�

経
営
戦
略
係

�

☎（
83
）１
２
２
２

国
際
交
流
事
業
を
実
施

寄中学校２年生の大
おお

館
だち

愛
まな

翔
か

さんと
小
こ

島
じま

唯
ゆい

さんが、県予選で優秀賞を
獲得し、「第37回神奈川県中学校放
送コンテスト」に出場しました。大
館さんは朗読部門、小島さんはア
ナウンス部門に出場しました。２
人は「初挑戦で県大会まで出られ
て嬉しい。来年は別部門に挑戦し
たいです」と決意を語りました。

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
に
出
場

左から大館さんと小島さん
真鶴町立体育館で開催された
「第11回北条剣道祭」で、勝広
道場の菅

かん

家
け

渉
しょう

平
へい

くんが優勝（小
学生男子６年生の部）、譲

ゆずり

原
はら

誉
よし

宜
なり

さんが３位（一般男子40歳～
49歳の部）に入賞しました。
菅家くんは「優勝した時は、今ま
での稽古の辛さを思い出して感
動しました」と喜びを語りました。

北
条
剣
道
祭
で
大
健
闘
！

左から風
かざ

間
ま

師範、菅家さん、譲原さん

寺子屋まつだ　国際交流の巻
１月12日（金）まで（先着30人）参加者募集

11/23

11/３ 11/５

12/６ 12/10 12/17 12/18

12/１ 12/４〜８

「茨城国体南関東ブロック選抜
プレ大会」の長拳の部で、町出
身の大学１年生である芹

せり

野
の

陽
はる

香
か

さんが優勝しました。また、
「南関東ブロックジュニア武術
太極拳大会」の短器械の部では、
松田中学校１年生の鍵

かぎ

和
わ

田
だ

莉
り

来
こ

さんが12位入賞を果たしました。
鍵和田さんは「次は上位を狙い
ます！」と意欲を見せました。

松
田
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ
が
快
挙
！

左から鍵和田さんと芹野さん

11/23〜12/25

10/７
　・８

キャンプ座間の小学校を訪れ、
英語で交流しませんか？


